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佐野 横山 松葉 岩瀬
■移住定住

■地域

■ゲストハウス関連
外壁完成、床貼り

■友田家関連

水源調査、県道落ち葉土
砂掃除、小学生森林講座
＠旧三倉小

■手仕事関連

■イベント関連

■イベント

■関係人口創出

■イベント

干し柿作り、葛
くずふ

布展覧会見学

こどものための山ノ上
ノ音樂会、写真展「世
界の暮らしを巡る旅」
( ぷぶふの日参加＠自得
院 )、小学生森林講座

ぷぶふの日「中村横丁」、ク
リティカルマスEbikeツアー

静岡文化芸術大学4年生卒
制×地域とのマッチングサポート

種茂家無料休憩所スタッフ、
森町産業祭出店

移住希望者地域案内
■商品開発関連 ■移住定住相談

■空き家利活用推進
■広報関連
協力隊新聞編集作業

ビール配達、とうもろこ
し加工品開発（試食説明
会準備など）

移住相談、店舗相談

旧レコード店改修、遠江総
合高校、森中学校授業

■空き家の調査
草ヶ谷、城下地区

■関係人口創出
とうもろこし商品開発、森
町産業祭出店、クリティカ
ルマスE-bikeツアー

■空き家の調査
城下地区

1 1 月 の 活 動 報 告

メンバー紹介

第 6 号

地域おこし協力隊
佐野 祥
横山 春人
松葉 知香（バチカ）

移住コーディネーター

岩瀬 進哉

森町役場
定住推進課

横山春人

Q.これからやっていきたいことについて教えてください

敷地にたたずむ大きな歴史ある古民家。代 大々
切にされてきた歴史や物語に大事に手を入れ、
人が集い、滞在してもらえるような場所にして行
けたらと思います。そこで、この土地を味わって
もらえるような小さな宿や食堂、カフェなども開
いていけたら…と家族で少しずつ夢
を描いています。

７０%を森林に囲まれた自然
豊かな森町。暮らしてみ
ると、豊さと同時に自然
と関わる大変さやいろ
いろな問題も感じるよ
うになりました。湿気やカ
ビ、水はけに悩む住まい周り、
荒れてしまう草木、竹林や山、
崩れる斜面など…。暮らし・地域
の環境整備で、これからも豊か
な自然や地域の暮らしを育んで
いく緑のお仕事をしていきたいと思
います。

中山間地域の貴重な資源であり、生活のライフラ
インである命の水。僕の暮らす三倉・中村地域の
水源も台風１５号で大きな被害を受けました。山
を守ることが、水を守り、暮らしを守っていくこと
だと改めて教えられます。大変なことですが、豊
かな暮らしをこれからも守っていくために、倒れた
木を切ったり、道を作ったり、地域の方とできるこ
とから取り組んでいきたいと思います。

地域の方が力を合わせて作るいろいろな
にぎわい、お祭りがあります。旧三倉小学
校、地域の方たちで春に上げる鯉のぼり。
春と秋、ぷぶふの日で開かれる小さな
手作り市「中村横丁」。今年復活した子

ども会では、アマゴの掴み取りやお餅つき。屋台
の引き回し、舞子返しと代 続々けられてきた三
倉の祭り。教わりながら、これからも大切にした
い地域のにぎわいです。旧三倉小学校でも夏
の盆踊りや、「中村横丁」の開催などゆくゆく新
しいにぎわい作りにも地域の方と取り組んでみ
たいと思います。

中山間地では、少しずつ人が減り、地域の担い手
が減ってきています。空いてしまったお家は、あっ
という間に傷んでしまいます。
有り難いことに、森町に住みたいという方の相談
が多く、地域・空き家へつなぐ移住のお手伝い
をさせてもらっています。持ち主さん・地域の方

にとって、新しい方を受け入れ
るのは簡単なことではない、と
いうのは肌で感じます。それと
ともに地域に新しい人が入って
くれる事の大きさも感じていま
す。いろいろな方にとって良
い形で、地域の担い手が
増えていくようなお手伝い

をしていけたらと思います。

大きな母屋と拠点づくり 空き家・移住のこと

緑のお仕事

水源を守っていく

地域の方と賑わい作り

次号から松葉隊員特集です！
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柿
が
色
づ
く
季
節
。
集
落
の
軒
下
に
は
、
次
々
と
渋
柿
が
吊つ
る
さ
れ
始

め
る
。今
ま
で
干
し
柿
を
食
べ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、特
別
な
興
味
を
持
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
森
町
に
来
た
最
初
の
年
、
集
落
の
先
輩
に
教
え
て
も
ら
い
、
初
め
て

自
分
で
作
っ
て
み
た
。
イ
ラ
ン
で
食
べ
た
棗な
つ
め
や
し
椰
子
の
よ
う
な
、
で
も
果
物

ら
し
い
爽
や
か
な
後
味
。
手
を
動
か
し
な
が
ら
友
人
た
ち
と
集
う
時
間
。

改
良
を
重
ね
る
そ
の
楽
し
み
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
我
が
家
で
は
、
完
成
前
の
ト
ロ
〜
ッ
と
し
た
具
合
が
人
気
で
、
出
来

上
が
る
前
に
吊
る
し
た
柿
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
く
。

干
し
柿

【
材
料
】

・
渋
柿
…
自
分
で
出
来
る
分

・
吊つ
る
す
紐ひ
も
…
60
〜
70
セ
ン
チ
※
棕し
ゅ
ろ櫚
の
葉
を
裂
く
と
尚
良
い
。

・
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー

【
作
り
方
】

①
渋
柿
の
ヘ
タ
は
紐ひ

も
で
吊つ
る
せ
る
よ
う
に
、枝
を
T
字
型
の
ま
ま
残
す
。

②
ヘ
タ
の
周
り
の
皮
を
５
ミ
リ
ほ
ど
残
し
、
ナ
イ
フ
と
ピ
ー
ラ
ー
で
残

り
の
皮
を
剥
く
。

③
柿
２
つ
で
１
組
と
し
、
柿
の
ヘ
タ
の
T
字
部
分
に
紐ひ

も
の
両
端
を
結
び

つ
け
る
。

④
湯
呑の
み
に
入
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
３
０
秒
間
漬
け
る
。

⑤
陽
当
た
り
と
風
通
し
の
良
い
場
所
に
、
柿
同
士
が
く
っ
つ
か
な
い
よ

う
、
ず
ら
し
て
掛
け
る
。

⑥
二
週
間
後
に
、
優
し
く
揉も
み
、
④
の
工
程
を
繰
り
返
し
、
再
び
干
す
。

⑦
約
１
か
月
後
に
出
来
上
が
り

地域おこし協力隊は、都市地域から過疎地域等の条件不利
地域に住民票を異動し、地域ブランドや地場産品の開発・販
売・PR等の地域おこし支援や、農林水産業への従事、住民支
援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・
定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は
おおむね 1年以上、3年未満です。

森 町 地 域 お こ し 協 力 隊 新 聞

地域おこし協力隊とは？

佐
野
祥
（
サ
ノ
シ
ョ
ウ
）・
森
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

沖
縄
で
伝
統
織
物
の
織
り
子
、
２
年
間
の
海
外
新
婚
旅
行
を
経
て
、
森

町
で
循
環
型
の
里
山
暮
ら
し
を
実
践
。
主
に
、
里
山
の
保
全
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
会
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
「
森
の
町
並
み
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
本

町
の
歴
史
的
町
家
で
あ
る

種
茂
家
を
「
実
験
店
舗

T
A
N
E
M
O
」
と
し
て
、

毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
9
月
の
栗
蒸
し

羊よ
う
か
ん
羹
の
食
べ
比
べ
に
続
き
、

10
月
23
日
に
は
（
一
社
）
モ

リ
マ
チ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
主

催
で
、
一
日
限
り
の
フ
レ
ン

チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
森
町
に
移
住
さ

れ
た
シ
ェ
フ
と
ピ
ア
ニ
ス
ト

ご
夫
妻
の
料
理
と
演
奏
は
大

変
好
評
で
し
た
。

岩
い わ せ し ん や

瀬進哉
移住コーディネーター

森町役場（定住推進課）
連絡窓口のご案内

0538-85-6321


